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未然防止に取り組む ～「生徒指導提要」改訂のポイント～

平成22年（2010年）に学校・教職員向けの基本書として作成された「生徒指導提要」が12年

ぶりに改訂され、生徒指導の考え方が変わったと聞きます。どのように変わったのですか。

今日的な課題に対応するため、「生徒指導提要」（文科省）が、令和４年12月に改訂されま

した。改訂により、近年深刻化する課題を解決するためのポイントが具体的に示されました。

従来の生徒指導は、問題行動への組織的対応や予兆への早期対応が重視されました。今回

の「生徒指導提要」では、生徒指導の諸課題の未然防止が重要であるとして、すべての児童

生徒の成長を促す指導に積極的に取り組むことが盛り込まれました。

問題が起こってからでは難しい対応を長期間強いられ、児童生徒・保護者や教職員が傷つ

いたり疲弊したりします。未然防止に取り組むことは、最大の業務改善にもなります。

生徒指導の重層的支援構造

担任１人でなく、教職員や専門家、関係機関がチームを組み、アセスメントに基づいて役割

分担をすることで、指導の幅が広がります。アセスメントが、チーム支援の成否の鍵です。

教科の目標と生徒指導のつながりを意識した教科指導が重要です。個に応じた指導ととも

に、児童生徒間の交流を図り、自己存在感を育む授業の工夫が求められます。

組織的な対応、関係機関との連携

加害・被害への指導やケア、家庭訪問、

ケース会議、カウンセリング 等

初期の段階で深刻化を防止

アンケートによる気づきと対応、

アセスメント会議、教育相談、家庭連絡 等

未然防止に関するプログラムを実施

いじめ防止の取組、ＳＯＳの出し方教育、

教育相談体制、薬物乱用防止教育 等

教育課程の内外で

社会的資質や能力を育成

人権教育、キャリア教育、命の安全教育、

わかりやすい授業、安全安心な環境 等

（具体的な取組や働きかけの例）
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１ 積極的な生徒指導（生徒指導上の課題の未然防止）

２ 生徒指導と教育相談が一体となったチーム支援

３ 学習指導と関連付けながらの生徒指導



昨年度、全国の不登校の子どもは29万9000人を超え、

10年間で小学生は５倍に、中学生は２倍に増えました。

教育相談や別室支援などの早期対応に努めていますが、

不登校の増加傾向が止まりません。

今の子どもに社会性が育っていないことが根本にある

と考えた岡山県総社市は、「だれもが行きたくなる学校づ

くり」として、平成22年から全児童生徒を対象の不登校

未然防止の取組を続けて成果を上げています。

（１）社会性と情動の学習（ＳＥＬ）

ストレス・マネジメントやアサーション・トレーニン

グ、アンガー・マネジメント等を系統的に学習する。

自己や他者の感情を理解する。

感情の統制、適切な表現、他者と関わる力を育む。

（２）ピア・サポート

学級、学年、異学年、異校種で児童生徒が相互に支え

合う活動を設定して、実体験を重ねる。

自己有用感を高め、モデルを獲得させる。

思いやりのある子どもや学校風土を育てる。

（３）協同学習

すべての授業にコミュニケーションの場を設定し、ペ

アやグループの活動で感情、役割、思考の交流を行う。

良好な人間関係を築き、学習意欲を向上させる。

（４）品格教育

よい行動の指標を学んで、振り返り、仲間と磨き合う。

よい習慣を形成し、規範意識を向上させる。

【参考】「生徒指導提要」 文部科学省

「だれもが行きたくなる学校づくり」「 〃 成果と検証」「 〃 入門」 岡山県総社市ＨＰ

「学級再生」小林正幸 講談社現代新書（絶版）

社会性が育っていない現代の子どもたち

「学級再生」小林正幸 参考

不登校の未然防止 ～「だれもが行きたくなる学校づくり」～

不安と緊張が強く

ストレスに弱い

不登校になった子どもへの手立てだけでなく、新たな不登校を出さないことが大事だと思

うのですが、不登校になる前のアプローチとして具体的な手立てはありますか。

小(総社)

中(総社)

１ 「だれもが行きたくなる学校づくり」４つの柱

２ 「だれもが行きたくなる学校づくり」取組の成果

一度不快な感情になると

コントロールが効かない

一見よい子だが、

学校でだけ問題を起こす

内弁慶タイプ

他者を指示し、

言葉で傷つける

問題行動の未然防止

人間関係づくりのプログラムを

取り入れる


